
－技術で、支える－

【防衛装備庁の所在地】【防衛装備庁とは】
平成２７年１０月、防衛省の外局として設置され防衛装備品の研究開発、補給及び

管理の適正かつ効率的な遂行、国際協力の推進を図ることを任務としています。
市ヶ谷に設置された内部部局のほか、防衛装備品の技術研究、試験評価等を行う
４つの研究所及び３つの試験場が全国に所在しています。
東海地方においては、岐阜県各務原市に岐阜試験場が所在しており、その地域特
性を活かして、航空装備品の試験評価を行っています。

【行政職】
防衛装備庁に約９００名在籍し、装備政策の

企画・立案、防衛装備品等の調達に関する制
度及び政策の企画・立案、調達実務（契約、原
価計算等）等の業務に携わります。

【研究職】
防衛装備庁に約５５０名在籍し、研究開発

の中核を担うことに加え、技術的優越確保の
ため、研究開発に係る各種政策の企画・立案
等の業務に携わります。

【防衛装備庁の人員構成】
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メッセージ

✔採用全般に関するお問い合わせ先
防衛装備庁長官官房人事官付採用担当
TEL：03-3268-3111（内線35823）
〒162-8870 東京都新宿区市谷本村町5-1
https://www.mod.go.jp/atla/index.html

✔岐阜試験場に関するお問い合わせ先
防衛装備庁岐阜試験場業務班
TEL：058-382-1101（内線5512）
〒504-0000 岐阜県各務原市那加官有地

異動は２～３年を基準としては年に１回意向調査が行われ、
本人の意向や適性等を考慮した人事異動を行っています。
研修は採用後、事務官・研究職ともに、防衛装備庁で行う「初
任研修」で公務員としての基礎を習得していただきます。

採用後の処遇は？

岐阜試験場では、これから自衛隊の手にわたる
であろう未来の航空機や誘導武器といった航空
装備品の性能確認に関する試験を行っています
総務や会計等を通じて、最新の技術をサポートで
きるのは、ここにしかない魅力だと思います。

定員：約１，８５０人
事務官、技官：約１，４５０人
自衛官：約４００人


